
公認内部監査人(CIA)
Part II／第2回

※アビタスCIA本講座講義資料のため、MUFG CIA受験対策講座の実施回と異なります。









業務の重複を避けるため、他の保証提供者との
業務の調整を行う
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2つの報告経路

監査計画



・ 内部監査部門の方針と手続き(内部監査業務
マニュアル P10)は含まれない
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Ex. 活動報告書
年１回が望ましい

エラー、不正、法令違反等



監査活動の要約、監査結果、発見事項、

提案結果(成果)、今後の方針 etc

活動報告書の記載内容

内部監査部門の存在意義をアピールし、

予算を獲得するため





個別監査計画





監査実施計画
(個別監査計画)



監査対象部門の戦略や目標、ICやリスクを、
個別監査計画策定にあたり考慮する













重要なリスクに対する統制



Key Point: 
セカンドコントロール(2次コントロール)









シラバス・ドメインとアビタステキストの対応関係 Part2

IIAシラバス アビタステキスト

ドメインⅠ(20%)

ドメインⅡ(20%)

ドメインⅢ(40%)

ドメインⅣ(20%)

Chapter Ⅰ

Chapter Ⅱ

Chapter 

Ⅲ～Ⅵ

Chapter Ⅶ



監査計画

中長期監査計画

年次監査計画

個別 個別 個別 個別 個別

監プ 監プ 監プ 監プ 監プ

監 査 調 書
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例) 閉店時に店員が一人しかいない。
店員は一日の終わりに現金を数える(職務の分離の欠如)

補完的コントロールとして、店長が次の日の朝に、
レジのお金と前日のカウントの結果を照合する
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監査資源が限られている場合で、成熟度の高い

組織体への監査方法で最も適しているのは？

Key Point

A: 補完的コントロール 予防的統制
B: 補完的コントロール 発見的統制
C: 主要なコントロール 予防的統制
D: 主要なコントロール 発見的統制



本日の論点

◆ CAE及び内部監査部門の役割と責任

◆ 内部監査実施計画

Chapter 1

◎ 3, 7, 8, 9, 

11, 14 

Chapter 2

◎ 1, 2, 4,  
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補完的統制
主たるコントロールが十分に機能しない場合、関連
したリスクを低減するのに役立つ可能性のある活動。
補完的コントロールは、それだけでは、リスクを受容
可能なレベルにまで低減するものではない。

Key Point

内部監査 アシュアランス業務とアドバイザリー業務
一般社団法人内部監査協会

￥13,750
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セカンダリーコントロール
組織体の存続や成功にとってそれほど重要ではな
いビジネス目標に関連のあるリスクを低減するため、
またはキー・コントロールの補助的な機能として整備
された活動

Key Point

内部監査 アシュアランス業務とアドバイザリー業務
一般社団法人内部監査協会

￥13,750
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